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（評価結果の所見） 

本研究領域は、時間と脳機能を結び付けて解析するという非常に斬新なアイデアが功を奏してお

り、研究領域全体で活発な活動が行われている。時間の概念について生成 AIと脳の発達の過程の違

いについても新奇な知見が得られており、優れた研究である。人工神経回路により「こころの時間」

の機能が Transformer の上に構築され、様々な「時間地図」の機能と成因、日常の内観と神経活動

の関係を明らかにし、新たなこころの時間の操作法を開発するとともに、ヒトとヒト以外の動物、成

人と子供の共通点と相違点を明らかにするなど、各研究項目で著しい成果を上げている。特に、言語

学・哲学・情報学・工学を総合した深層学習モデルの構築を目指し、人工神経回路を構築したことは

大きな成果であろう。また、研究者間の緊密な連携体制が取られ、非常に興味深い多くの研究成果が

得られており、特に若手研究者の活躍が顕著である。 

一方、時間生成の体系的な理解までは未達であり、抽象的なレベルの説明に留まっている研究成果

もあるため、日常的に感じている「時間感覚」の理解につながるような、更なる発展が期待される。 

 


